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＃幸せがじゅずつなぎになるリレートーク
伊達市の小中学校に通う伊達っ子たちが、今がんばっていることや将来の夢などを語るコーナーです。市内の伊達っ子を
リレー形式でつないでいきます。子どもたちの真っすぐな思いを聞いてみましょう。

がんばる伊達っ子を全力応援！ 市民の小部屋祝！『サンドウィッチマン』のお二人が
　４期目の「伊達なふるさと大使」に就任！！

お二人とも、
これからも伊達市を
よろしくお願いします！

　平成 28 年から「伊達なふるさと
大使」として委嘱しているお笑いコ
ンビ『サンドウィッチマン』のお二
人。この度、伊達なふるさと大使の
４期目として、改めて令和 10 年 8
月までの 3 年間を委嘱しました。
　テレビなどで見ない日がないほど
のご活躍で、本当にお忙しいお二人
ですが、4 期目就任にあたりコメン
トを送ってくださいました。

「伊達なふるさと大使」に任命していただきありがとうご
ざいます。
もう 4 期目になるんですね。伊達市は、僕の名字の「伊達」
と深い関係があります。もも、あんぽ柿など日本に誇るお
いしいものがある伊達市のＰＲをがんばります。サンドウィッチマン

伊
だ て

達みきお さん

サンドウィッチマン
富
とみざわ

澤たけし さん

「伊達なふるさと大使」をもう 4 期もやらせていただい
てありがとうございます。

「富澤」なんであんまり関係が無いですが、「伊達」のた
めにがんばります。
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参加費無料・申込不要

保原中央クリニック
子どものこころの専門医
鈴木　雄一
（福島県立医大）共催 公益財団法人仁泉会北福島医療センター／後援 伊達市、伊達医師会

市民公開講座 公益財団法人仁泉会 保原中央クリニック
演題「これからの時代に求められる子どもへの理解とかかわり方」

日時：2025年 11月 22日（土）   14：00～15：00
場所：保原中央クリニック 2F小児科診察室・待合室
当院の小児科で「子どものこころ発達外来」を担当している鈴木雄一先生の講演です。
発達障害の研究や診療を通じて得られた最新の知見について詳しくお話しします。
子どもたちとの接し方、日々の暮らしにおいて大事なことは何かなど、一緒に考えてみませんか。
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